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本日の内容

1. 

2. 

2018年３月期決算の実績

2019年３月期の見通し

3. 今後の取り組み
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2018年３月期決算のポイント

1. ベトナム、その他事業（旅客自動車運送事業、物品販売事業）が伸び悩む

2. ベトナム、合弁で行う旅客自動車運送事業の組織再編を実施

3. タイ、事業の拡大もあり新会社を設立し営業体制を強化

〈海外〉 ベトナム旅客事業の組織再編を実施

1. 通販関連を中心に３ＰＬ事業が拡大

2. 既存拠点の安定稼働および得意先誘致に注力しアセット事業が拡大

3. 得意先との契約条件見直し等を進め環境の変化に対応

〈国内〉 通販物流およびアセット事業が拡大

1. 通販関連の得意先を中心に３ＰＬ事業が拡大
2. 既存拠点への得意先誘致が進捗

1. アセット事業の利益率が向上し営業総利
益は増益となるも、販売費及び一般管理
費において人件費等が増加

〈決算〉 営業収益は5.1％の増収、営業利益は減益、経常利益は
増益、最終利益は特別利益の減少により減益 （前年同期比）
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2018年３月期決算の概要

43,387 +2,222 5.1% 44,000 +1,609

201 -20 -10.3% 220 -40
（0.5%） （0.5%）

137 +29 21.4% 170 -4
（0.3%） （0.4%）

463 -270 -58.4% 7 +185

（1.1%） （0.0%）

1VND＝0.00487円

（1円＝205VND)
1VND＝0.00493円

（1円＝203VND) +0.00006円 +1.2%
1VND＝0.00487円

（1円＝205VND）
+0.00006円

(単位：百万円)  

売上は拡大、経常利益は概ね予想どおりに着地売上は拡大、経常利益は概ね予想どおりに着地
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事業の種類別セグメント業績

既存拠点への得意先誘致が進捗し、アセット事業が拡大既存拠点への得意先誘致が進捗し、アセット事業が拡大

20,417
1,203

+658
-13

3.2%
-1.1%

8,107
407

+470
-193

5.8%
-47.6%

8,659
385

+1,073
+352

12.4%
91.5%

6,201
778

+19
-94

0.3%
-12.1%

(単位：百万円)  

上段：営業収益
下段：セグメント利益

46.2％

18.8％

21.3％

13.7％

45,609

※Ｐはシェアの増減ポイント
（前年同期比）

-0.8Ｐ

+0.1Ｐ

+1.3Ｐ

-0.6Ｐ

トラック等を使用して商品を運送する事業 商品の入出庫等の荷役などを行う事業 商品の倉庫保管、不動産賃貸借を行う事業 引越、施工、通関、旅客運送などを行う事業

・通販関連の得意先との取引範囲

拡大や食品関連の輸送量増加
［日本ロジテム］

・燃料価格の上昇
[国内外各社]

・新規得意先の獲得により増収
[日本ロジテム]［ＬＧＩＴＥＭ（ＴＨＡＩＬＡＮＤ）］

・新規業務の立上げコストが発生
[日本ロジテム]

・人件費の増加
[国内外各社]

・前連結会計年度に取引を開始し

た得意先の保管面積が拡大
[日本ロジテム]

・既存拠点への得意先誘致が進捗

し倉庫稼働率が上昇
[日本ロジテム]

・大型案件の受注による増加
[ロジテムエージェンシー]

・ハイヤー事業における契約件数

の伸び悩み
[LOGITEM ＶＩＥＴＮＡＭ ＮＯ.1]
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所在地別の営業収益

国内の売上が続伸、海外は前年同期並み国内の売上が続伸、海外は前年同期並み

35,520 

7,867 

37,710 

7,899 

17/3期 18/3期

(単位：百万円)  

+32

日本 海外

17.3％

45,609

+2,190
6.2%増

(海外：タイ、ベトナム、ラオス、ミャンマー、カンボジア、中華圏）

0.4%増
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ベトナムグループの業績推移

※ベトナムグループの単純合算値

競争激化、コストの増加等により減収減益競争激化、コストの増加等により減収減益

（単位：百万円)  

ベトナムドン

（VND）レート

1VND＝0.00501円

（1円＝199VND)
1VND＝0.00552円

（1円＝181VND)
1VND＝0.00487円

（1円＝205VND)
1VND＝0.00493円

（1円＝203VND)

6,661 6,393

7,688

6,614

25

193
231

104

営業収益

営業利益

15/3期 16/3期 17/3期 18/3期

物流事業 その他事業
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燃料価格、為替の変動による影響額

燃料価格は上昇基調、為替は円安で推移燃料価格は上昇基調、為替は円安で推移

0
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10,000

15,000
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25,000
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16/1 16/4 16/7 16/10 17/1 17/4 17/7 17/10 18/1

日本 ベトナム

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

0.000

0.001

0.002

0.003

0.004

0.005

0.006

16/1 16/4 16/7 16/10 17/1 17/4 17/7 17/10

VND（ベトナムドン） THB（タイバーツ）

円安

円高

※影響額：海外各社の当期実績（現地通貨、連結調整後）×当期と前期の為替レート差

軽油の平均購入単価 各月末時点の為替レート

1THB＝円1VND＝円円/ℓ

※影響額：軽油平均購入単価の増減×当期使用量

17/3期 18/3期 増減

日本
平均単価（使用量）

78.2円
（4.2百万ℓ）

88.6円
（4.1百万ℓ） +10.4円

ベトナム
平均単価（使用量）

11,249ＶＮＤ
（4.8百万ℓ）

13,462ＶＮＤ
（4.4百万ℓ） +2,213ＶＮＤ

17/3期 18/3期 増減

ベトナムドン（VND）
為替レート（TTM）

1VND
=0.00487円

1VND
=0.00493円 +0.00006円

タイバーツ（THB）
為替レート（TTM）

1THB
=3.10円

1THB
=3.32円 +0.22円

VND/ℓ
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キャッシュ・フロー

1,317

△1,009

139

3,165

(単位：百万円)  

国内拠点の新規賃貸借開始に伴い、投資CFが減少国内拠点の新規賃貸借開始に伴い、投資CFが減少

営業ＣＦ 「減価償却費」の増加

投資ＣＦ 「敷金保証金の差入れ」による支出

「有形固定資産の取得」による支出

財務ＣＦ 「長期借入金」の増加

17/3期 18/3期 増減

営業ＣＦ 1,680 1,317 -363

投資ＣＦ 592 △1,009 -1,602

財務ＣＦ △1,799 139 +1,938

換算差額※2 △25 △14 +10

現金残高※1 2,733 3,165 +432
※1 現金及び現金同等物の期末残高

※2 現金及び現金同等物に係る換算差額



273 417 -144
高槻センター、稲沢センター倉
庫設備等

1,108 287 +69
高槻センター電動重量移動棚、
事業用車両等

41 24 +205
稲沢センターパレットラック等

479 304 +133
事業用車両リース

55 △74 +88

1,958
（830）

（1,128）

959
（559）
（400）

（1,090）
（221）

+352

設備投資の状況

11

※各社設備投資状況（有形固定資産、グループ間取引含む）

国内新設拠点、事業用車両への設備投資を実施国内新設拠点、事業用車両への設備投資を実施

(単位：百万円)  
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2019年３月期の見通し

45,609 +3,390 +7.4%

180 +19 +10.8%

（0.4%）

166 -46 -27.9%

（0.4%）

192 -142 -74.1%

（0.4%）

140.96円 － －

80円 － －

(単位：百万円)  

増収、営業利益増の見通し増収、営業利益増の見通し

※2017年10月1日付で普通株式10株につき1株の割合で株式併合を行っております。
１株あたり当期純利益および配当金は、2018年3月期の期首に当該株式併合が行われたと仮定して算出しております。
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営業収益の見通し（事業の種類別）

20,417 21,075 +4.4%

・通販関連の拡大
・新規案件の取り込み
（日本ロジテム）

8,107 8,578 +16.6%

・前連結会計年度の期中に受託
した倉庫内作業がフル期間寄与
・新規案件の取り込み
（日本ロジテム）

8,689 9,733 +7.9%

・前連結会計年度の期中に開設
した拠点がフル期間寄与
（日本ロジテム）

6,201 6,221 +4.5%

・輸出入取扱の増加
（ロジテムベトナムトレーディング）

43,387 45,609 +7.4%

(単位：百万円)  

センター事業の拡大が牽引、全ての事業で増収を予想センター事業の拡大が牽引、全ての事業で増収を予想



15

営業収益の見通し（所在地別）

国内は引き続き拡大基調にあり、全体収益を牽引国内は引き続き拡大基調にあり、全体収益を牽引

35,520 37,710 +7.4%
日本ロジテム

＋23.7億円

国内子会社

＋4.2億円81.9% 82.7%

7,867 7,899 +7.6%
ベトナムグループ

＋2.8億円

ほか海外子会社

＋3.2億円18.1% 17.3%

43,387 45,609 +7.4%

1VND＝0.00487円

（1円＝205VND)
1VND＝0.00493円

（1円＝203VND)
1VND＝0.00493円

（1円＝203VND) －

(単位：百万円)  
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営業利益の見通し

日本ロジテムで改善を見込む、ベトナムは減益の見通し日本ロジテムで改善を見込む、ベトナムは減益の見通し

18/3期
（実績）

(単位：百万円)  

19/3期
（予想）

-32
+300

17/3期
（実績）

連結調整

一般管理費

営業総利益

201 180 200

+9

-22
-74

-160

日本ロジテム 国内子会社
ベトナムG

海外子会社
（ベトナムG除く）

営業総利益 +50
一般管理費 -71

-20

+180
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当社グループを取り巻く事業環境
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中期経営計画2019

■

基本戦略の実行により成長を図る基本戦略の実行により成長を図る
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13/3期 14/3期 15/3期 16/3期 17/3期 18/3期 19/3期予想 20/3期目標 列1

20

中期経営計画2019 業績目標

■

営業収益 営業利益

（単位：億円）

効率化、合理化、料金交渉等を進め、利益改善を目指す効率化、合理化、料金交渉等を進め、利益改善を目指す
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国内の重点施策

国内

・貨物自動車運送事業のサービス力、収益力の向上

・通販や小売関連など成長が見込まれる分野の事業拡大

・事業の選択と集中の実行による成長市場へのシフト

・グループ連携によるグローバルな営業開発の推進

・市場ニーズに応じた営業資産（自社車両、倉庫）の増強

・環境変化に適応する労働環境の整備

３ＰＬ事業の拡大
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輸送力の強化

貨物自動車運送事業のサービス力、収益力を強化貨物自動車運送事業のサービス力、収益力を強化

※当社および国内連結子会社のセグメント業績

（単位：億円）

15/3期 16/3期 17/3期 18/3期 19/3期予想

営業収益

セグメント利益

164 169 172

4.6

8.5

7.3

8.6

178



16/3期 17/3期 18/3期 19/3期予想

その他の得意先

メーカー系の得意先

23

成長市場への取り組み

通販関連をはじめ、成長市場の物流取り扱い拡大を図る通販関連をはじめ、成長市場の物流取り扱い拡大を図る

22.9% 27.0%
30.7%

※当社の売上上位50社に占める
メーカー系以外の得意先売上構成比
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通販物流の拡大

※当社グループ進出エリア

高槻センター

稲沢センター

吉見営業所

得意先ニーズに応じ拠点を拡充得意先ニーズに応じ拠点を拡充

神奈川県伊勢原市石田

東名道「厚木ＩＣ」約2.9㎞
小田急小田原線「愛甲石田駅」徒歩約11分

約7,773坪

約14,747坪（うち、賃借面積約11,207坪）

地上4階建



国際物流の強化

25

大田センター

グループ連携を強化し、グローバルな物流ニーズの取り込みを推進グループ連携を強化し、グローバルな物流ニーズの取り込みを推進
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海外の重点施策

海外 アジア地域の事業展開を加速

・インドシナ半島域内の国際陸上輸送網拡充による

クロスボーダー輸送の拡大

・グループ連携によるグローバルな営業開発の推進

・ベトナムでの円滑な組織再編と事業の拡大

・成長市場へのシフトを見据えた新規事業の検討

・各進出国における管理体制の強化

・グループ間の交流による人財育成の強化
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インドシナ半島地域における成長戦略

単一市場化を目指すＡＥＣ（ASEAN経済共同体）が発足単一市場化を目指すＡＥＣ（ASEAN経済共同体）が発足
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インドシナ半島地域における成長戦略

ダナン

ハノイ

ホーチミン

プノンペン

ヤンゴン

バンコク

ビエンチャン

モーラミャイン

サワナケット

道路インフラの整備が進み、域内のアクセスが向上道路インフラの整備が進み、域内のアクセスが向上



29

インドシナ半島地域における成長戦略

域内国際陸上輸送を成長市場と捉え事業展開を加速域内国際陸上輸送を成長市場と捉え事業展開を加速



ベトナム、旅客・物流事業の組織再編

２社の合弁契約を解消し、独立資本での成長を図る２社の合弁契約を解消し、独立資本での成長を図る

30

※

・2018年3月末に事業終了 ・2018年6月末に事業終了予定

※



ダナン

ハノイ

ホーチミン

ベトナムグループの重点施策

事業基盤を一層強化し、海外の事業展開を牽引事業基盤を一層強化し、海外の事業展開を牽引

31



ベトナム、食品物流の拡大

32

物流サービスを拡充し、食品物流は堅調に推移物流サービスを拡充し、食品物流は堅調に推移

※LOGITEM VIETNAM CORPとLOGITEM VIETNAM NO.2の

売上（単純合算）に占める食品関連の売上高とその割合

0.0
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35.0

40.0

45.0

15/3期 16/3期 17/3期 18/3期 19/3期予想

（単位：百万円）

24.0%

952
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域内ネットワーク拡大を見据え、各国で事業拡大に取り組む域内ネットワーク拡大を見据え、各国で事業拡大に取り組む

インドシナ半島地域各社の重点施策

16/3期 17/3期 18/3期 19/3期

※ 海外所在地別の売上構成比（グループ間取引調整後）

22.0%

25.3% 28.9%

14.1%

16.7%

19.4%

ベトナム以外の海外法人の構成比
※タイ、ラオス、ミャンマー、カンボジア、中華圏

ベトナムグループの構成比

タイ単独の構成比



4.00円 4.00円 4.00円 4.00円 4.00円 40.00円

4.00円 4.00円 4.00円 4.00円 40.00円 40.00円

8.00円 8.00円 8.00円 8.00円 － 80.00円

137.5% － 241.2% 23.6% 56.8% 218.9%

資本政策について（配当）

34

基本方針

※2017年10月1日付で株式併合を行っております。2018年3月期の1株あたり期末配当金については、当該株式併合後の1株あたり配当
金額を記載しており、年間1株あたり配当金合計は「-」としております。
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日本一信頼される企業グループを目指す
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【参考資料】 当社グループの概要①
日本ロジテムグループ体制

（2018年4月1日時点）

※持分法適用関連会社

※

※

※
（軽貨物運送）

（バルク運送）

（業務請負、人材派遣）

（施工、建設）

（通関、港湾運送）

（物流コンサルタント）

（貨物運送、倉庫）（近畿・中国・四国）

（業務請負、軽貨物運送）（近畿）

（貨物運送、倉庫）（九州）

（ベトナムグループ統括、リース、投融資）

（貨物運送、倉庫、通関）

（貨物運送、倉庫）

（旅客運送）（ハノイ市）

（旅客運送）（ホーチミン市）

（貿易代行、卸売）

（物品販売）

（冷凍冷蔵倉庫）

（貨物運送、倉庫、通関）

（卸売、業務請負）

（通関、倉庫、貨物運送）（ラオス）

（旅客運送、貨物運送、通関）（ミャンマー）

（旅客運送、貨物運送）（カンボジア）

（通関、倉庫、貨物運送）（香港）

（通関、倉庫、貨物運送）（上海）

（倉庫、貨物運送）（上海）

（倉庫、貨物運送、貿易代行）（台湾）

（ ）主な事業・エリア等

（貨物運送、倉庫、グループ統括）（関東・中部・南東北）
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【参考資料】 当社グループの概要②
特徴、強み （エリア展開）

首都圏およびインドシナ半島地域を中心に展開首都圏およびインドシナ半島地域を中心に展開
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【参考資料】 当社グループの概要③
特徴、強み （物流サービス）

メーカー物流を基盤としながら、幅広いサービスを提供メーカー物流を基盤としながら、幅広いサービスを提供
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【参考資料】 当社グループの概要④
セグメント別構成比

貨物

自動車

運送

46.2%

センター

18.8%

アセット

21.3%

その他

13.7% 貨物

自動車

運送

42.1%

センター

7.6%

アセット

26.1%

その他

24.2%

日本

82.7%

海外
17.3%

貨物自動車運送事業
トラックなどを使用して貨物を
運送する事業

貨物自動車運送事業
トラックなどを使用して貨物を
運送する事業

センター事業
貨物の入出庫などの荷役、流
通加工、事務代行を行う事業

センター事業
貨物の入出庫などの荷役、流
通加工、事務代行を行う事業

その他事業
引越事業、施工関連事業輸出
入通関事業、旅客自動車運送
事業などの物流周辺事業

その他事業
引越事業、施工関連事業輸出
入通関事業、旅客自動車運送
事業などの物流周辺事業

海外

ベトナム、中華圏、
タイ、 ラオス、ミャン
マー、カンボジア

海外

ベトナム、中華圏、
タイ、 ラオス、ミャン
マー、カンボジア

日本日本

連結売上高

連結売上高

アセット事業
貨物の保管、不動産賃貸借お
よび仲介を行う事業

アセット事業
貨物の保管、不動産賃貸借お
よび仲介を行う事業

（18年3月期データ）

セグメント利益

食品
29.9%

インテリア
19.6%

エレクトロ

ニクス

14.9%自動車

関連
3.7%

アパレル
3.1%

その他
29.7%

連結売上高
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【参考資料】 当社グループの概要⑤
従業員数、輸送能力、保管能力

（18年3月期データ）

1,280人 2,498人 3,778人

373両 656両 1,029両

0両 606両 606両

205,268坪 70,094坪 275,362坪
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http://www.b-soudan.com


